
　「歴史の重み、深さを今に伝える」下阿久原壽光寺

■神川町議会会議規則　原案可決
■神川町議会委員会条例　原案可決
■神川町事務局設置条例　原案可決
■専決処分について　（神川町役場の位置を定める条例　他１６３件）　　承認
■専決処分について　（平成１７年度神川町一般会計暫定予算　他２０件）承認

平成１８年１月１日、旧神川町、旧神泉村が合併し、初めての議会となる
第１回神川町議会臨時会が１月１３日に開催されました。
新しい町議会をよろしくお願いします。

編集　神川町議会運営委員会
発行　埼玉県児玉郡神川町議会
　　　〒367-0292
　　　児玉郡神川町大字植竹909
　　　　0495（77）0707
　　　http://www.town.kamikawa.saitama.jp

この町は　あなたが住む町　つくる町　神川町議会

創刊号創刊号
平成平成1818年3月
創刊号創刊号
平成平成1818年3月

（写真提供「フォーカス友の会」舟山カウ子さん）
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１
月
臨
時
会

一
月
十
三
日
に
臨
時
会
が
招
集
さ

れ
、
正
副
議
長
及
び
三
常
任
委
員
、
議

会
運
営
委
員
が
選
任
さ
れ
新
町
に
向
け

て
の
組
織
が
編
成
さ
れ
ま
し
た
。

神
川
町
議
会
議
長

神
川
町
議
会
副
議
長

新
神
川
町
発
足

平
成
十
八
年
一
月
一
日

旧
神
川
町
、
旧
神
泉
村
対
等
合
併

人
口
　
　
１
５，

２
６
７
人
　
　
　
　

世
帯
数
　
　
５，

０
５
８
世
帯
　

（
平
成
十
八
年
一
月
一
日
現
在
）

合
併
特
例
法
の
規
定
を
適
用
し
、
旧

神
泉
村
議
会
議
員
十
人
及
び
旧
神
川
町

議
会
議
員
十
七
人
の
併
せ
て
二
十
七
人

は
、
旧
神
川
町
議
会
議
員
任
期
の
平
成

十
九
年
四
月
二
十
九
日
ま
で
在
任
と
な

り
ま
す
。

一
月
十
三
日
に
は
、
合
併
後
初
め
て

開
催
さ
れ
た
臨
時
議
会
に
お
い
て
、
議

席
の
指
定
、
正
・
副
議
長
選
挙
、
常
任

委
員
及
び
議
会
運
営
委
員
の
選
任
、
及

び
各
委
員
会
の
正
・
副
委
員
長
の
選

任
、
児
玉
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合
議

会
議
員
の
選
挙
、
農
業
委
員
会
委
員
の

推
せ
ん
な
ど
が
行
わ
れ
、
新
た
な
議
会

の
体
制
が
決
定
し
ま
し
た
。

議
員
提
出
議
案

今
回
の
臨
時
会
に
提
出
さ
れ
た
議
員

提
出
議
案
は

・
神
川
町
議
会
会
議
規
則

・
神
川
町
議
会
委
員
会
条
例

・
神
川
町
議
会
事
務
局
設
置
条
例

・
児
玉
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合
　

議
会
議
員
の
選
挙

・
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦
に
つ

い
て

の
五
件
で
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他

神
川
町
役
場
の
位
置
を
定
め
る
条
例

ほ
か
一
六
三
件
の
条
例
に
つ
い
て
等
の

専
決
処
分
と
平
成
十
七
年
度
一
般
会
計

暫
定
予
算
な
ど
の
専
決
処
分
に
つ
い
て

二
十
一
件
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◎
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
（
平
成
十
八
年
一
月
一
日
）

報
告
第
一
号

平
成
十
七
年
度
神
川
町
一
般
会
計
暫

定
予
算
　
十
五
億
九，

〇
四
八
万
円

報
告
第
二
号

平
成
十
七
年
度
神
川
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
暫
定
予
算
四
億
三，

七
四

四
万
四
千
円

報
告
第
三
号

平
成
十
七
年
度
神
川
町
老
人
保
健
特

別
会
計
暫
定
予
算
　
三
億
九，

五
六
七

万
一
千
円

報
告
第
四
号

平
成
十
七
年
度
神
川
町
介
護
保
険
特

別
会
計
暫
定
予
算
　
二
億
二，

三
九
四

万
円

報
告
第
五
号

平
成
十
七
年
度
神
川
町
住
宅
資
金
貸

付
事
業
特
別
会
計
暫
定
予
算
　
四
三
四

万
七
千
円

報
告
第
六
号

平
成
十
七
年
度
神
川
町
町
営
バ
ス
事

業
特
別
会
計
暫
定
予
算
　
五
三
八
万
六

千
円

報
告
第
七
号

平
成
十
七
年
度
神
川
町
観
光
事
業
特

別
会
計
暫
定
予
算
　
四，

七
六
四
万
五

千
円

報
告
第
八
号

平
成
十
七
年
度
神
川
町
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
暫
定
予
算
　
六
億
一，

九
六
五
万
五
千
円

報
告
第
九
号

平
成
十
七
年
度
神
川
町
水
道
事
業
会

計
暫
定
予
算
　

三
条
関
係

収
入
　
　
　
八，

三
四
五
万
五
千
円

支
出
　
一
億
一，

四
一
一
万
六
千
円

四
条
関
係

収
入
　
　
　
三，

八
一
六
万
九
千
円

支
出
　
　
　
八，

七
九
二
万
一
千
円

報
告
第
十
号

神
川
町
役
場
の
位
置
を
定
め
る
条
例

ほ
か
一
六
三
件

田村　有仁浅見　実

神川町初議会
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報
告
第
十
一
号

県
税
収
納
事
務
の
受
託
に
つ
い
て

報
告
第
十
二
号

金
融
機
関
の
指
定
に
つ
い
て

報
告
第
十
三
号

他
団
体
の
公
の
施
設
の
利
用
に
つ
い

て
（
本
庄
市
上
水
道
）

報
告
第
十
四
号

他
団
体
の
公
の
施
設
の
利
用
に
つ
い

て
（
児
玉
町
上
水
道
）

報
告
第
十
五
号

埼
玉
県
市
町
村
交
通
災
害
共
済
組
合

に
加
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て

報
告
第
十
六
号

埼
玉
県
市
町
村
消
防
災
害
補
償
組
合

に
加
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て

報
告
第
十
七
号

埼
玉
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合

に
加
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て

報
告
第
十
八
号

埼
玉
県
農
業
信
用
基
金
協
会
の
会
員

と
な
る
こ
と
に
つ
い
て

報
告
第
十
九
号

公
の
施
設
の
相
互
利
用
に
関
す
る
協

議
に
つ
い
て

（
平
成
十
八
年
一
月
十
日
）

報
告
第
二
十
号

他
団
体
の
公
の
施
設
の
利
用
に
つ
い

て
（
本
庄
市
上
水
道
）

報
告
第
二
十
一
号

公
の
施
設
の
相
互
利
用
に
関
す
る
協

議
に
つ
い
て

〈
審
議
結
果
〉
全
員
賛
成
　
原
案
承
認

各　常　任　委　員　会　等
　議会審議能率の向上のため、委員会の組織及び運営に関することを定めた委員会を設置
し、委員の選任を下記のとおり行いました。     　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ◎委員長　○副委員長

◎
内
藤
　
満

○
　
宮
　
守

　
主
山
義
雄

　
川
鍋
直
人

　
松
本
文
作

　
四
方
田
　
勉

　
久
保
島
直
次
郎

　
森
　
　
勇

　
西
川
明
男

◎
榊
　
徳
男

○
出
浦
弘
子

　
新
井
英
雄

　
田
村
　
勝

　
浅
見
好
雄

　
岩
崎
一
義

　
岸
　
　
優

　
浅
見
　
実

　
田
村
有
仁
　

◎
貫
井
　
浩

○
小
島
　
浩

　
四
方
田
利
一

　
山
田
義
雄

　
町
田
　
久

　
落
合
　
久

　
加
藤
雅
頌

　
高
橋
文
治
郎

　
福
島
　
寿

　
総
務
課
、
総
合
政
策
課
、
税
務
課
、

人
権
課
、
会
計
課
、
選
挙
管
理
委
員
会
、

公
平
委
員
会
及
び
監
査
委
員
の
所
管
に

関
す
る
事
項
並
び
に
他
の
常
任
委
員
会

の
所
管
に
属
さ
な
い
事
項

　
町
民
生
活
課
、
環
境
防
災
課
、
福
祉

健
康
課
、
及
び
教
育
委
員
会
の
所
管
に

関
す
る
事
項

　
農
政
商
工
課
、
農
業
委
員
会
、
建
設

課
、
及
び
水
道
課
の
所
管
に
関
す
る
事

項◎
森
　
勇
　
○
田
村
　
勝
　
四
方
田
利
一
　
貫
井
　
浩

　
川
鍋
直
人
　
内
藤
　
満
　
榊
　
徳
男

総
務
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

委
　
員
　
会
　
名

委
　
　
員
　
　
名

所
　
　
管
　
　
事
　
　
項

高

ま
た
神
川
町
神
泉
総
合
支
所
の
各
課

の
所
管
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、

所
管
事
項
の
例
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

所
管
と
な
り
ま
す
。

児
玉
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会

議
　
員
　
田
村
有
仁
　

〃
　
　
浅
見
　
実

〃
　
　
松
本
文
作

〃
　
　
山
田
義
雄

〈
審
議
結
果
〉
全
員
賛
成
　
原
案
可
決

農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

（
敬
称
略
）

主
山
義
雄

神
川
町
大
字
新
里
一
八
一
二
番
地

昭
和
二
十
五
年
十
一
月
五
日
生

福
島
　
寿

神
川
町
大
字
下
阿
久
原
一
一
五
〇

番
地

昭
和
九
年
八
月
十
二
日
生

荒
木
利
明

神
川
町
大
字
関
口
二
一
五
番
地

大
正
十
五
年
三
月
三
日
生

松
本
重
子

神
川
町
大
字
八
日
市
二
二
六
番
地

三
十

昭
和
十
五
年
十
一
月
十
四
日
生

〈
審
議
結
果
〉
全
員
賛
成
　
原
案
可
決
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１．

新
井
英
雄

池
田
二
一
八
番
地
三
　
　
　

昭
和
三
十
六
年
十
一
月
十
四
生

２．

出
浦
弘
子

植
竹
二
七
六
番
地
十
五
　
　

昭
和
十
八
年
三
月
七
日
生

３．

田
村
　
勝

植
竹
五
四
三
番
地
一
　
　
　

昭
和
十
六
年
八
月
二
十
日
生

４．

四
方
田
利
一

下
阿
久
原
八
八
五
番
地
一

昭
和
十
四
年
十
一
月
五
日
生

５．

小
島
　
浩

上
阿
久
原
五
七
二
番
地
一

昭
和
十
二
年
六
月
三
日
生

６．

貫
井
　
浩

下
阿
久
原
六
四
〇
番
地
　
　

昭
和
二
十
七
年
十
一
月
十
八
日
生

７．

主
山
義
雄

新
里
一
八
十
二
番
地
　
　
　

昭
和
二
十
五
年
十
一
月
五
日
生

８．

川
鍋
直
人

矢
納
一
〇
四
番
地
一
　
　
　

昭
和
二
十
二
年
十
一
月
十
八
日
生

９．

山
田
義
雄

上
阿
久
原
四
十
三
番
地
　
　

昭
和
二
十
二
年
十
一
月
一
日
生

10．

内
藤
　
満

渡
瀬
六
六
四
番
地
　
　
　
　

昭
和
十
九
年
五
月
十
一
日
生

11．

浅
見
　
実

上
阿
久
原
九
二
八
番
地

昭
和
十
一
年
九
月
十
五
日
生

12．

町
田
　
久

新
里
二
二
四
〇
番
地
一

昭
和
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日
生

議席ごとに議員名、住所、生年月日等を紹介します
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13．

松
本
文
作

八
日
市
六
四
九
番
地
一

昭
和
二
十
四
年
二
月
二
十
八
日
生

14．

四
方
田
　
勉

上
阿
久
原
五
五
九
番
地

昭
和
二
十
三
年
九
月
二
十
二
日
生

15．

浅
見
好
雄

上
阿
久
原
一
一
八
番
地

昭
和
二
十
一
年
八
月
七
日
生

16．

久
保
島
直
次
郎

新
宿
五
十
一
番
地

昭
和
十
三
年
三
月
十
四
日
生

17．八
日
市
十
八
番
地
二

昭
和
四
年
四
月
十
三
日
生

18．

落
合
　
久

八
日
市
五
三
七
番
地

昭
和
二
十
四
年
三
月
二
十
八
日
生

19．

森
　
　
勇

渡
瀬
七
六
二
番
地

昭
和
十
三
年
十
月
三
十
一
日
生

20．

加
藤
雅
頌

関
口
一
七
七
番
地

昭
和
十
二
年
二
月
二
十
一
日
生

21．

榊
　
徳
男

八
日
市
一
九
八
番
地
七

昭
和
十
九
年
十
一
月
十
八
日
生

22．

岩
崎
一
義

八
日
市
三
一
一
番
地
五

昭
和
十
九
年
十
二
月
三
日
生

23．

高
橋
文
治
郎

新
里
一
六
八
〇
番
地

昭
和
十
九
年
三
月
三
十
日
生

24．

福
島
　
寿

下
阿
久
原
一
一
五
〇
番
地

昭
和
九
年
八
月
十
二
日
生

25．

西
川
明
男

下
阿
久
原
一
〇
四
四
番
地

昭
和
九
年
十
月
二
十
九
日
生

26．

岸
　
　
優

肥
土
四
九
四
番
地

昭
和
十
二
年
二
月
十
四
日
生

27．

田
村
有
仁

新
里
一
六
六
九
番
地
五

昭
和
三
十
二
年
五
月
五
日
生

高
宮
　
守
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十
二
月
一
日
に
平
成
十
七
年
第
七
回

神
川
町
議
会
臨
時
会
が
開
か
れ
、
平
成

十
七
年
度
神
川
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
六
号
）
な
ど
四
議
案
を
審
議
し
ま

し
た
。

◎
平
成
十
七
年
度
神
川
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
六
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
二
万
一
千
円

を
増
額
し
、
総
額
を
四
二
億
八，

八
三

五
万
八
千
円
と
す
る
も
の

〈
審
議
結
果
〉
賛
成
多
数
　
原
案
可
決

◎
町
長
、
助
役
及
び
収
入
役
の
給
与

等
に
関
す
る
条
例
及
び
教
育
委
員
会

教
育
長
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

〈
審
議
結
果
〉
賛
成
多
数
　
原
案
可
決

◎
議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

〈
審
議
結
果
〉
賛
成
多
数
　
原
案
可
決

◎
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

〈
審
議
結
果
〉
全
員
賛
成
　
原
案
可
決

◎
平
成
十
七
年
度
神
泉
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
五
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
四
五
六
万
九
千

円
を
増
額
し
、
総
額
を
十
一
億
五，

六

一
五
万
九
千
円
と
す
る
も
の

〈
審
議
結
果
〉
全
員
賛
成
　
原
案
可
決

◎
平
成
十
七
年
度
神
泉
村
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一，

〇
三
八
万

八
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を
一
億
五，

一
三
六
万
七
千
円
と
す
る
も
の

〈
審
議
結
果
〉
全
員
賛
成
　
原
案
可
決

◎
平
成
十
七
年
度
神
泉
村
老
人
保
健

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
五
〇
万
円
を

増
額
し
、
総
額
を
一
億
七，

一
八
七
万

円
と
す
る
も
の

〈
審
議
結
果
〉
全
員
賛
成
　
原
案
可
決

◎
平
成
十
七
年
度
神
泉
村
営
バ
ス
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
三
万
五
千
円
を

増
額
し
、
総
額
を
二，

三
二
一
万
円
と

す
る
も
の

〈
審
議
結
果
〉
全
員
賛
成
　
原
案
可
決

◎
議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

〈
審
議
結
果
〉
全
員
賛
成
　
原
案
可
決

◎
神
泉
村
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

〈
審
議
結
果
〉
全
員
賛
成
　
原
案
可
決

◎
埼
玉
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組

合
か
ら
の
脱
退
及
び
同
組
合
の
財
産

処
分
に
つ
い
て

〈
審
議
結
果
〉
全
員
賛
成
　
原
案
可
決

◎
埼
玉
県
市
町
村
消
防
災
害
補
償
組

合
か
ら
の
脱
退
及
び
同
組
合
の
財
産

処
分
に
つ
い
て

〈
審
議
結
果
〉
全
員
賛
成
　
原
案
可
決

◎
埼
玉
県
市
町
村
交
通
災
害
共
済
組

合
か
ら
の
脱
退
及
び
同
組
合
の
財
産

処
分
に
つ
い
て

〈
審
議
結
果
〉
全
員
賛
成
　
原
案
可
決

「
契
約
」

◎
物
品
購
入
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
、
一，

六
〇
四

万
四
千
円
）

〈
審
議
結
果
〉
全
員
賛
成
　
原
案
可
決

十
二
月
議
会
は
、
十
二
月
八
日
か
ら

十
二
月
十
五
日
ま
で
の
八
日
間
を
会
期

と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
で
は
、
平
成
十
七
年
度
神

川
町
一
般
会
計
や
特
別
会
計
の
補
正
予

算
、
教
育
委
員
の
任
命
な
ど
が
審
議
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
議
員
か
ら
提
案
さ
れ
た
国
へ
の

意
見
書
、
一
件
の
陳
情
な
ど
の
案
件
が

審
議
さ
れ
ま
し
た
。

○
　
榊
　
徳
男
議
員

「
防
災
士
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

「
ペ
ッ
ト
（
動
物
愛
好
家
）
の
指

導
に
つ
い
て
」

「
町
の
ピ
ー
ア
ー
ル
に
つ
い
て
」

○
　
出
浦
弘
子
議
員

「
神
川
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
（
ア

カ
シ
ア
の
湯
）
県
条
例
廃
止
に
伴

う
そ
の
後
に
つ
い
て
」

○
　
岸
　
　
優
議
員
　
　
　

「
公
共
工
事
に
従
事
す
る
建
設
労

働
者
の
条
件
改
善
に
つ
い
て
」

「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
す
る
助

成
制
度
の
創
設
に
つ
い
て
」

「
町
村
合
併
に
伴
う
整
合
性
に
つ

い
て
」

◎
教
育
委
員
に
浅
田
経
子
氏
を
同
意

任
期
満
了
と
な
る
教
育
委
員
に
同
意

案
が
提
出
さ
れ
、
満
場
一
致
で
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

神
川
町
大
字
渡
瀬
七
七
二
番
地
一

昭
和
十
四
年
八
月
二
十
八
日
生

予
算
関
係

人
事
関
係

一
般
質
問
の
項
目

予
算
関
係

条
例
な
ど

条
例
な
ど
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◎
平
成
十
七
年
度
神
川
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
七
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、
九，

六
三
五

万
五
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を
四
三
億

八，

四
七
一
万
三
千
円
と
す
る
も
の

〈
審
議
結
果
〉
全
員
賛
成
　
原
案
可
決

◎
平
成
十
七
年
度
神
川
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、
一
億
五，

八

〇
三
万
六
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を
一

三
億
三，

五
八
二
万
五
千
円
と
す
る
も

の〈
審
議
結
果
〉
全
員
賛
成
　
原
案
可
決

◎
平
成
十
七
年
度
神
川
町
公
共
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二

号
）歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、
二
九
六
万
九

千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
七
億
四，

七

一
一
万
五
千
円
と
す
る
も
の

〈
審
議
結
果
〉
全
員
賛
成
　
原
案
可
決

◎
神
川
町
・
神
泉
村
合
併
協
議
会
の

廃
止
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

合
併
に
伴
い
合
併
協
議
会
の
廃
止
に

つ
い
て

〈
審
議
結
果
〉
全
員
賛
成
　
原
案
可
決

◎
埼
玉
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組

合
か
ら
の
脱
退
及
び
同
組
合
の
財
産

処
分
に
つ
い
て

市
町
村
合
併
に
よ
り
脱
退
す
る
場
合

等
諸
規
定
を
整
備
す
る
も
の
　

〈
審
議
結
果
〉
全
員
賛
成
　
原
案
可
決

◎
埼
玉
県
市
町
村
交
通
災
害
共
済
組

合
か
ら
の
脱
退
及
び
同
組
合
の
財
産

処
分
に
つ
い
て

市
町
村
合
併
に
よ
り
脱
退
す
る
場
合

等
諸
規
定
を
整
備
す
る
も
の
　

〈
審
議
結
果
〉
全
員
賛
成
　
原
案
可
決

◎
埼
玉
県
市
町
村
消
防
災
害
補
償
組

合
か
ら
の
脱
退
及
び
同
組
合
の
財
産

処
分
に
つ
い
て

市
町
村
合
併
に
よ
り
脱
退
す
る
場
合

等
諸
規
定
を
整
備
す
る
も
の
　

〈
審
議
結
果
〉
全
員
賛
成
　
原
案
可
決

◎
　
建
設
経
済
常
任
委
員
会

件
　
　
名
　
八
日
市
地
内
道
路
舗
装
整

備
に
つ
い
て

要
　
　
旨
　
側
溝
（
排
水
溝
）
及
び
舗

装
の
お
願
い

陳
情
者
　
八
日
市
区
長
　
澁
谷
秀
夫

〈
審
議
結
果
〉
採
択

◎
　
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

件
　
　
名
　
「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
の
堅
持
を
求
め
る
請

願
書
」

要
　
　
旨
　
国
に
対
し
て
、
義
務
教
育

費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持

を
求
め
る
意
見
書
を
提
出

し
て
い
た
だ
き
た
い

請
願
者
　
埼
玉
県
教
職
員
組
合
児
玉

支
部
　
代
表
者
　
笠
原
邦
夫
　
　

紹
介
議
員
　
岸
　
　
優
議
員

〈
審
議
結
果
〉
採
択

件
　
　
名
　
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
の
堅
持
に
関
す
る
意

見
書

要
　
　
旨
　
義
務
教
育
国
庫
負
担
制
度

は
、
憲
法
第
二
十
六
条
が

定
め
る
国
民
の
教
育
を
受

け
る
権
利
を
保
障
す
る
た

め
に
定
め
ら
れ
た
教
育
基

本
法
第
三
条
の
教
育
の
機

会
均
等
な
ど
の
大
原
則
を
、

国
の
責
務
で
財
政
面
か
ら

支
え
る
根
幹
の
制
度
で
す
。

公
教
育
を
守
り
す
べ
て
の

子
ど
も
た
ち
に
行
き
届
い

た
教
育
を
保
障
し
て
い
く

た
め
に
は
、
義
務
教
育
国
　

庫
負
担
制
度
の
堅
持
こ
そ

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

仮
に
、
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
金
の
一
般
財
源
化

が
行
わ
れ
る
な
ら
ば
、
結

果
と
し
て
地
方
自
治
体
の

財
政
が
圧
迫
・
混
乱
さ
せ

ら
れ
る
こ
と
は
明
白
で
あ

り
、
そ
の
こ
と
は
教
育
の

水
準
低
下
に
つ
な
が
る
も

の
で
す
。

よ
っ
て
政
府
は
、
憲
法

及
び
教
育
基
本
法
に
基
づ

き
、
教
職
員
の
給
与
半
額

国
庫
負
担
な
ど
義
務
教
育

国
庫
負
担
制
度
を
堅
持
す

る
こ
と
。

提
出
先
　
　

内
閣
総
理
大
臣
　
小
泉
純
一
郎

財
務
大
臣
　
　
　
谷
垣
禎
一

文
部
科
学
大
臣
　
小
坂
憲
次

総
務
大
臣
　
　
　
竹
中
平
蔵

陳
情
・
請
願

協
議
会
廃
止
な
ど

意
見
書
の
提
出

予
算
関
係
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議
会
の
議
決
ま
た
は
決
定
す
べ
き
問

題
（
条
例
・
予
算
等
）
に
つ
い
て
、
執

行
機
関
で
あ
る
町
長
の
判
断
に
基
づ

き
、
議
会
に
代
わ
っ
て
処
分
す
る
こ
と

を
い
い
ま
す
。

緊
急
を
要
し
、
議
会
を
招
集
す
る
い

と
ま
が
な
い
と
認
め
る
と
き
な
ど
法
律

の
規
定
に
よ
る
場
合
と
、
軽
易
な
事
項

等
を
議
会
が
町
長
に
専
決
処
分
事
項
と

し
て
委
任
し
た
場
合
と
が
あ
り
ま
す
。

前
者
の
場
合
は
、
次
の
議
会
に
報
告
し
、

議
会
の
承
認
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
後
者
の
場
合
は

議
会
に
報
告
す
る
だ
け
で
、
承
認
は
不

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
十
二
月
二
十
六
日
に
群
馬
県

下
仁
田
町
議
会
の
「
産
業
廃
棄
物
最
終

処
分
場
建
設
阻
止
特
別
委
員
会
」
の
一

行
十
六
人
が
旧
神
川
町
の
「
産
業
廃
棄

物
処
理
施
設
の
設
置
等
の
紛
争
予
防
等

に
関
す
る
条
例
」
に
つ
い
て
の
行
政
視

察
に
訪
れ
ま
し
た
。

下
仁
田
町
議
会
議
長
か
ら
の
挨
拶
が

あ
り
、
神
川
町
長
と
神
川
町
議
会
議
長

が
歓
迎
の
挨
拶
を
行
い
、
環
境
防
災
課

に
お
い
て
、
紛
争
予
防
条
例
の
制
定
に

係
る
経
緯
、
条
例
の
実
施
状
況
な
ど
の

説
明
を
行
い
ま
し
た
。

意
見
交
換
で
は
、
下
仁
田
町
で
の
現

在
の
産
業
廃
棄
物
関
係
の
実
情
、
神
川

町
の
条
例
制
定
に
際
し
て
の
課
題
点
、

罰
則
を
定
め
る
条
例
の
事
前
協
議
に
つ

い
て
、
条
例
運
用
上
の
課
題
な
ど
活
発

な
意
見
の
交
換
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
、
神
川
町
議
会
だ
よ
り
創
刊
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

本
号
で
は
主
に
第
一
回
臨
時
会
に
お
い
て
選
任
さ
れ
た
議
会
役
員

の
構
成
等
を
紹
介
し
ま
し
た
。

一
町
一
村
（
神
川
町
、
神
泉
村
）
の
合
併
を
契
機
と
し
て
大
き

く
飛
躍
す
る
ま
ち
づ
く
り
に
、
町
議
会
と
し
て
も
貢
献
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
新
し
い
神
川
町
議
会
の
体
制
を
ど
う
か
御
支

援
く
だ
さ
る
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

十
二
月
議
会
は
、
十
二
月
二
十
一
日

の
一
日
を
会
期
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
議
会
で
は
、
平
成
十
七
年
度
神

泉
村
一
般
会
計
や
特
別
会
計
の
補
正
予

算
の
審
議
が
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
平
成
十
七
年
度
神
泉
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
六
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、
一
、
五
四
〇

万
三
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を
十
一
億

七，

一
五
六
万
二
千
円
と
す
る
も
の

〈
審
議
結
果
〉
全
員
賛
成
　
原
案
可
決

◎
平
成
十
七
年
度
神
泉
村
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、
五
〇
〇
万
円

を
増
額
し
、
総
額
を
一
億
五，

六
三
六

万
七
千
円
と
す
る
も
の

〈
審
議
結
果
〉
全
員
賛
成
　
原
案
可
決

◎
平
成
十
七
年
度
神
泉
村
老
人
保
健

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、
一，

〇
一
〇

万
三
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を
一
億
八，

一
九
七
万
三
千
円
と
す
る
も
の

〈
審
議
結
果
〉
全
員
賛
成
　
原
案
可
決

◎
平
成
十
七
年
度
神
泉
村
営
バ
ス
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
四
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、
三
十
万
円
を

増
額
し
、
総
額
を
二，

三
五
一
万
円
と

す
る
も
の

〈
審
議
結
果
〉
全
員
賛
成
　
原
案
可
決

「
協
議
会
廃
止
な
ど
」

◎
神
川
町
・
神
泉
村
合
併
協
議
会
の

廃
止
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

◎
鬼
石
町
・
神
泉
村
学
校
給
食
共
同

調
理
に
係
わ
る
事
務
委
託
の
廃
止
に

つ
い
て

合
併
に
伴
い
合
併
協
議
会
な
ど
の
廃

止
に
つ
い
て

〈
審
議
結
果
〉
全
員
賛
成
　
原
案
可
決

予
算
関
係

神川町議会議員
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